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沼ッ原湿原植物観察会ハッチョウトンボを探しに、いざ夏の森へ
　～ネイチャーウォーク～

夏の花紀行～涼を求めて清流の森へ～
盛夏の森涼ウォーク　「雄飛の滝線歩道 大沼公園」コース

沼ッ原自然観察会
　植物専門ガイドの案内で、高山の貴重な植物を観察してみ
ませんか。
▶とき　7月2日㈰　午前8時 ～　※雨天中止。
▶集合場所　市役所本庁舎（現地まではバスで移動）
▶対象　小学生以上の市民（小学生は保護者同伴が必要）
▶定員　30 人　▶参加費　無料
▶申込開始日　6月12日㈪～
▶申し込み・問い合わせ
○本環境管理課　☎ 0287（62）7193

　小さな自然の息遣いに耳を傾けながら、夏の森でさわやか
な汗を流してみませんか。
▶とき　7月15日㈯・16日㈰　午前9時30分～正午
▶集合場所　大沼公園駐車場（現地集合・解散）
▶参加費　500円（宿泊参加者　200円）
▶定員　各25人　▶申込開始日　6月12日㈪～
▶申し込み・問い合わせ
○塩原温泉ビジターセンター　☎ 0287（32）3050

▶とき　8月20日㈰　午前8時30分～午後2時30分
▶集合場所　塩原温泉ビジターセンター
▶参加費　1,200円（宿泊参加者　600円）
▶定員　20人
▶申込開始日　7月19日㈬～
▶その他　同日に「八方ヶ原線歩道」コースも開催します
▶申し込み・問い合わせ
○塩原温泉ビジターセンター　☎ 0287（32）3050

全長12～19cm。体の色は変異に富むが、背面
が暗褐色か暗緑色のものが多い。生息地が山岳
地域周辺にかぎられ、開発などによる産卵地の
喪失、天候不順やフナの食害による幼生の大量
死が見られる。

体長2cmほどの国内最小のトンボ。良
好な環境の象徴として、全国的に保護活
動が盛んで、天然記念物に指定される例
が多い。塩原では個体数は少ないながら
も安定して見られるが、平地では生息環
境の消失が懸念されている。

　初夏の沼ッ原湿原の自然を観察しながらハイキングを楽
しみます。ニッコウキスゲの咲く湿原でさわやかなときを
過ごしましょう。
▶とき　7月1日㈯　午前8時30分～午後3時
▶ところ　沼ッ原湿原・木の俣園地
▶集合場所　市役所本庁舎　▶参加費　50円（保険料）
▶定員　20人　▶申込期限　6月29日㈭
▶申し込み・問い合わせ
◯板室自然遊学センター　☎ 0287（69）0231
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6月下旬から7月上旬に6～8cmの橙黄色の花を
咲かせる。最盛期には一面が黄色に染まるほど
群生していたが、近年はシカの食害により数が
減少している。

6～7月に高さ10～20cmの
花茎の頂きに、小型で淡い
紅色の花を横向きに咲かせ
る。名は花の色が朱鷺(ト
キ)の羽の色を思わせるこ
とから。

7月に咲く紅紫色の花は、
緑の湿原に際立って目につ
く。そのため、盗掘による
減少が生じており、絶滅寸
前の状態となっている。
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全長4～8cm。体は緑色で、目の 虹 彩 は 赤
みがかった金色をしている。4～7月の
繁殖期には、池沼や湿地、水田などの水
辺の樹上でソフトボール大のクリーム状
の卵塊を作り、150～800個の卵を産む。
フナなどの天敵や渇水により、幼生の数
が減り、上陸個体の減少が懸念される。

モリアオガエル

準絶滅危惧準絶滅危惧

準絶滅危惧
準絶滅危惧

絶滅危惧Ⅱ類

本 

板室の温泉街からさらに車を走らせること 30 分。
雑木林に囲まれたくねくねと曲がる急な上り坂を進んでいく。
広々とした駐車場の隣に園地が整備され、ここから景色を眺めるだけでも清々しい。
さらに、木漏れ日が降り注ぐ緑のトンネルを 20 分ほど歩くと急に視界が開ける。
降る雨により潤い、水位の増減が激しいこの湿原には、確認されているだけでも約
230 種の植物が生息している。

木々の若葉が迫る遊歩道を行く。水面から顔を出したヨシも、この季節を待ち望
んでいたかのように太陽に向かって顔を出している。
そして、絶え間なく響く小鳥のさえずり、カエルの合唱。
ここは、塩原の大沼園地。温泉街から車で山道を登ること約30分。
標高980メートルのこの場所は、クロサンショウウオやモリアオガエルなどの両
生類の楽園。県内の全両生類のうち70％が確認されている。


